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議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
６
名
）

　

◎
委
員
長　

舟
瀬 

勝　

○
副
委
員
長　

長
谷
川 

多
一

　
　

大
西 

徹
・
大
野 

原
德
・
中
西 
久
博
・
貞
森 

義
和

議
会
改
革
特
別
委
員
会
（
10
名
）

　

◎
委
員
長　

中
森 

慰　

○
副
委
員
長　

若
宮 
淳
也

　
　

大
西 

徹
・
大
野 

原
德
・
中
西 

久
博
・
西
井 

仁
司

　
　

貞
森 

義
和
・
舟
瀬 

勝
・
牧 

幸
作
・
長
谷
川 

多
一

度
会
広
域
連
合
議
会
議
員

　

大
西 

徹
・
中
西 

久
博

伊
勢
広
域
環
境
組
合
議
会
議
員

　

長
谷
川 

多
一
・
中
森 

慰

わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合

議
会
議
員

　

西
井 

仁
司

中
森 

慰 

議
員

○
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
対
策
に
も
、
い
く
つ
も
の
考
え
方
が
あ
る
。

「
後
継
者
問
題
」「
農
地
の
荒
廃
防
止
対
策
」「
獣
害
対

策
」
な
ど
ま
だ
ま
だ
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
問
題
を
議
論
、
解
決
し
て
い
く
た
め
に
も
、
度
会
町
の

現
状
の
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
栽
培
作
物

別
の
作
付
面
積
等
」「
加
工
施
設
の
件
数
」「
荒
廃
農
地
の

面
積
」「
農
業
従
事
者
の
年
齢
」
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

デ
ー
タ
が
な
い
と
前
向
き
な
議
論
も
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

る
が
、
担
当
課
で
は
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か
、

な
か
っ
た
ら
今
後
そ
の
様
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
気
は
あ
る
の

か
、
今
後
の
取
り
組
み
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
で
よ
く
似
た
一
般
質
問

を
し
て
い
ま
す
が
、
答
弁
で
も
、
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算

又
は
第
６
次
度
会
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
な
ど
で
出
て

お
り
ま
す
６
次
産
業
化
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を

お
持
ち
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

水
田
面
積
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
土
地
改
良
区
で
毎
年

全
戸
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
畑
地
の
台
帳
面
積
は
、

デ
ー
タ
が
古
く
、
現
状
と
の
相
違
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
茶
園
は
約
１
０
４
㌶
が
耕
作
さ
れ
て
い
る

が
、
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
以
上
の
現
状

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
デ
ー
タ
の
収
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

　

ま
た
、
第
６
次
度
会
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
記
載

の
と
お
り
、
地
域
資
源
・
素
材
を
生
か
し
、
新
た
な
産
業
分

野
へ
の
支
援
を
考
え
て
ま
い
り
た
い
。
６
次
産
業
化
は
今
後

時
間
を
か
け
て
議
論
を
深
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
議　
　

長　

濱
岡 

裕
之　

○
副
議
長　

舟
瀬 

勝

　

監
査
委
員　

牧 

幸
作

総
務
住
民
常
任
委
員
会
（
５
名
）

　

◎
委
員
長　

西
井 

仁
司　

○
副
委
員
長　

中
西 

久
博

　
　

大
西 

徹
・
長
谷
川 

多
一
・
中
森 

慰

産
業
教
育
常
任
委
員
会
（
５
名
）

　

◎
委
員
長　

若
宮
淳
也　

○
副
委
員
長　

大
野 

原
德

　
　

貞
森 

義
和
・
舟
瀬 

勝
・
牧 

幸
作

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
10
名
）

　

◎
委
員
長　

舟
瀬 

勝　

○
副
委
員
長　

貞
森 

義
和

　
　

大
西 

徹
・
大
野 

原
德
・
中
西 

久
博
・
若
宮 

淳
也

　
　

牧 

幸
作
・
西
井 

仁
司
・
中
森 

慰
・
長
谷
川 

多
一

議
会
運
営
委
員
会
（
６
名
）

　

◎
委
員
長　

中
森 

慰　

○
副
委
員
長　

大
西 

徹

　
　

大
野 

原
德
・
中
西 

久
博
・
長
谷
川 

多
一
・
貞
森 

義
和

広
報
委
員

委
員
長	

舟
瀬	

勝

副
委
員
長	

長
谷
川	

多
一

委　
　

員	

大
西	

徹

	

大
野	

原
德

	

　

中
西	

久
博

	

　

貞
森	

義
和

〇�

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
６
６
，９
２
６
千
円
を
議
決
し
、
予
算
総
額
を
36
億
３
，９
４
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

	　

更
に
、
特
別
会
計
補
正
予
算
２
議
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度	

度
会
町
水
道
事
業
会
計

決
算
及
び
度
会
町
総
合
計
画
条
例
の
改
定
に
加
え
、
専
決
処
分
４
件
に
つ
い
て
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
事
面
で
は
、
度
会
町
の
監
査
委
員
に	
牧	

幸
作
議
員
を
選
任
し
た
後
、
報
告
案
件
３
件
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
工
事
請
負
変
更
契
約
（
平
成
30
年
度	

林
道
注
連
指
西
線
災
害
復
旧
工
事

再
々
契
約
）
の
締
結
に
つ
い
て
上
程
が
あ
り
、
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

若
宮 

淳
也 

議
員

○ 

迫
り
く
る
人
口
減
少
社
会
に

歯
止
め
を
か
け
る
対
策
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
は
、
全
国
的
に
も
度
会
町
に
と
っ
て
も
重
要

課
題
で
あ
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
歯
止
め
を
か
け
る
必
要

が
あ
る
。
相
当
思
い
切
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
る
が
、
新
町
長
の
就
任
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
意

気
込
み
で
こ
の
課
題
克
服
に
取
り
組
む
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

当
町
で
も
人
口
減
少
が
続
き
、
現
在
で
は
８
，０
０
０
人
余

り
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
少
子
化
対
策
の
一
助
と
す
べ
く
小
中

学
校
の
給
食
費
の
半
額
補
助
を
行
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、

今
年
10
月
か
ら
国
の
施
策
と
し
て
保
育
無
償
化
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
移
住
・
定
住
施
策
を
模
索
し
、
人
口
減
少

対
策
に
つ
な
が
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
に
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
、
免
許
返
納
後
も
移
動
の
自
由
と
そ
の
手
段

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

町
づ
く
り
の
上
で
も
大
切
な
視
点
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
障
が
い
者
や
子
ど
も
な
ど
も
含
め
た
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
な
る
予
算
を
追
加
し
て
、
町
営
バ
ス
を
近
隣
の

市
や
町
の
医
療
施
設
や
商
業
施
設
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
町
外
へ
も
移
動
で
き
る
手
段
と
し
て
拡

充
で
き
な
い
か
町
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

私
の
所
信
の
一
つ
で
あ
る
「
高
齢
者
が
元
気
な
町
づ
く

り
」
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
喫
緊
の
課
題
と
位
置
付
け

て
改
善
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
等
の
調
査
を
実
施
し
、
三
重
交

通
・
町
営
バ
ス
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
面
的
に
施
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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ま
せ
ん
。
町
議
会
と
町
長
の
関
係
は
よ
く
車
の
両
輪
に
例

え
ら
れ
、
両
者
は
お
互
い
に
独
立
し
た
立
場
で
あ
っ
て
、

対
等
な
関
係
と
緊
張
関
係
を
保
ち
、
と
も
に
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
町
政
を
進
め
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
関
係
を
、
図
で
表
す
と
次
の
図
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
Ｑ
＆
Ａ

町
議
会
の
役
割
と
は
？

　

度
会
町
の
行
う
仕
事
は
、
道
路
の
整
備
、
飲
料
水
の
供

給
、
下
水
道
の
整
備
や
ゴ
ミ
の
処
理
、
乳
幼
児
や
高
齢
者

の
福
祉
、
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
の
運
営
、
災
害
か
ら

私
た
ち
を
守
る
消
防
署
や
健
康
診
断
を
実
施
す
る
医
療
・

保
健
施
設
の
運
営
な
ど
、
多
く
の
分
野
に
わ
た
り
、
そ
れ

ら
は
み
な
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。

　

実
際
の
町
政
を
進
め
て
い
く
の
は
町
長
で
、
町
長
の

考
え
に
従
っ
て
仕
事
を
行
う
行
政
の
側（
町
役
場
）を

執
行
機
関
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
の
仕
事
は
、
多
く
の
分
野
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
仕
事
を
町
民
全
員
で
行
っ
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
町
民
の
代
表
で
あ

る
議
員
を
選
び
ま
す
。
議
員
は
、
町
民
生
活
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
問
題
の
解
決
を
考
え
た
り
、
町
の
予
算
や
条
例（
き

ま
り
）を
決
め
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
が
町
議
会
で
す
。

　

町
長
が
新
し
い
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算
を
提
案
し
て

も
、
町
議
会
の
議
決
が
な
け
れ
ば
執
行
す
る
こ
と
が
で
き

　

平
成
30
年
度　

林
道
注
連
指
西
線　

災
害
復
旧
工
事
の
契

約
変
更
議
案
に
関
す
る
現
地
調
査
を
実
施
（
全
議
員
）

工
事
の
概
要

　

当
初
計
画
金
額　

１
億
８
，９
５
３
万
円
に
対
し
、

　

１
，１
８
２
万
６
，０
０
０
円
が
増
加
し
工
事
総
額

　

２
億
１
３
６
万
２
，７
６
０
円
と
な
っ
た

　
（
国
補
助
率  

98
．１
％
）

現
場
調
査
風
景

工事責任者から説明を受ける工事風景

貞
森 
義
和 

議
員

○
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
の
検
討

	　

	

小
中
学
校
の
給
食
費
を
完
全
無
償
化
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
在
、
半
額
負
担
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
前
議
会
の
皆

様
の
お
か
げ
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
も
う
一
段
階
進
め
て
い
た
だ
き
、
で
き
れ
ば
保

護
者
の
負
担
額
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

給
食
費
は
、
昨
年
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
小
中
学

校
の
給
食
費
の
約
半
額
補
助
を
決
議
し
、
平
成
30
年
９
月

か
ら
実
施
し
て
き
た
ば
か
り
で
あ
り
、
当
面
は
現
状
維
持

を
行
い
た
い
。

　

ま
た
、
当
町
の
貴
重
な
財
源
を
、
直
接
広
く
子
ど
も
た

ち
に
活
用
す
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

○
防
災
無
線
の
各
戸
配
置
に
つ
い
て

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
受
信
機
を
各
戸
に
配
置
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
な
お
、
全
戸
配
置
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
人
暮

ら
し
の
人
な
ど
に
取
り
急
ぎ
優
先
的
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長
答
弁

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
を
含
め
協
議
し
て

お
り
ま
す
が
、
膨
大
な
予
算
が
必
要
な
う
え
に
、
設
置
・

管
理
等
多
く
の
課
題
の
解
決
が
必
要
で
す
。
現
在
は
、
行

政
・
消
防
団
・
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
に
よ
り
、
直
接

連
絡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
を
促
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

7
月
26
日

現
地
調
査

　

私
た
ち
町
会
議
員
は
選
挙
で
選
ば
れ
て
、
皆
さ
ん
の
声

を
町
に
届
け
る
の
が
仕
事
の
内
の
一
つ
で
す
。　
　
　
　

　

そ
こ
で
問
題
で
す
。

　

次
の
う
ち
で
町
会
議
員
に
、
要
望
す
れ
ば
い
い
事
案
は
、

ど
れ
で
し
ょ
う
？

Ⓐ�

近
く
の
道
が
暗
い
の
で
街
灯
を
新
し
く
作
っ
て
ほ
し
い

Ⓑ��

側
溝
の
蓋
が
無
く
、
落
ち
る
と
危
険
な
の
で
蓋
を

設
置
し
て
欲
し
い

Ⓒ�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
本
数
を
、
増
や
し
て
欲
し
い

　

答
え
は�

Ⓒ�

で
す
。

　

Ⓐ
と
Ⓑ
は
、
そ
の
地
区
の
区
長
さ
ん
に
要
望
し
て
く
だ

さ
い
。
私
た
ち
が
確
認
し
て
も
、
区
長
さ
ん
に
報
告
す
る

事
に
な
り
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
気
に
な
れ
ば
何
で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
色
々
な
質
問
等
に
、
お
答
え
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】�

議
会
事
務
局　

☎
62

－

１
１
１
３

町
民
と
議
会
と
町
長
の
関
係
図
解

次 

回
　
町
議
会
の
権
限
に
つ
い
て

  

一 

般 

質 

問

7
月
19
日


